≪再募集≫
令和６年能登半島地震記録誌　メッセージ寄稿のお願い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和７年９月１８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県建築士事務所協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　小林　正澄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事　佐藤　和仁

石川県建築士事務所協会　会員の皆様

令和6年元日に起こった能登半島地震から1年9か月が経ちました。
未だ復興半ばであり、不自由な生活を強いられている方も少なくありません。
本協会では発災直後の応急危険度判定に始まり、復興支援センターを設立し、会員皆様のご協力を得て、震災に関連した様々な支援業務を行ってまいりました。
　今回一連の活動の中、発災からこれまで行ってきた支援等業務や出来事を記録し、次世代につなげるため記録誌を発行しようと準備を進めています。
その中の企画におきまして、巻末に会員皆様から一言メッセージをいただき、掲載したいと考えております。　令和６年能登半島地震の教訓を次世代につなぐため、体験したこと、
行ったこと、教訓にしたいことなど、内容に制限は設けませんが、次にまた起こるかもしれない災害に対して思うところを100字以内で記載していただければ幸いです。

別紙様式にてメール返信いただきたいと考えております。
多分にお忙しいなかとは存じますが、ご協力お願い致します。
　　　　　　　　　　　　　
募集締切り　　　令和7年10月10日（金）
　　　　　　　　　　　　　11月11日（火）へ延長します！
提出及び連絡先　石川県建築士事務所協会
　　MAIL：ishikyokai@ishi-kjk.or.jp
TEL：076-244-5152
